
　現在建設中の加津佐総合支所庁舎が、３月に完

成し３月31日㈪から新庁舎にて業務を開始する

予定です。

　また、これに伴い、旧庁舎は３月30日㈰限り

で閉鎖となりますのでご注意ください。庁舎移転

では何かとご不便をおかけいたしますが、市民皆

さまのご協力をお願いします。

■移転先
　〒859-2601 加津佐町己３５１４番地

　　　　　　　（保健センターコスモピア横）

　市では、まちの理想像や市民の生活が快いものに

なるための目標を掲げ、よりよいまちづくりを目指

すため、「南島原市民憲章」の策定を進めています。

　市民の皆さまに親しまれる、よりよい市民憲章を

策定するため、ご意見を募集します。

■応募方法など
　●応募資格　市内に在住・在勤・在学、もしく

　　　　　　　は事業所等を有する人　

　●提出期間　３月14日㈮まで　　　　　　　

　●応募方法　氏名、郵便番号、住所、電話番号、

　　意見内容（理由などは、できるだけ併記）　

　※ご記入のうえ、郵送・FAX・電子メールで　

　　提出して下さい。　

■生活機能評価とは
　生活機能とは、人が生きていくための機能全体

のことです。体や精神の働き（心身機能）だけで

なく、日常生活動作や家事、職業能力など家庭や

社会での役割も含みます。

　65歳以上の健康づくりでは、今ある心身の機

能をできるだけ落とさないことが大切です。その

ためには生活機能の低下をチェックする「生活機

能評価」を受けましょう。　　　　　　　　　　

　受診の結果、生活機能の低下がみられる人は介

護予防事業に参加できます。

■対象者（個別に通知します）
　介護保険第１号被保険者（65歳以上）で要支援･

要介護認定に該当しない人（65歳誕生日以降より

対象）

　対象者には特定健診・後期高齢者健康診査等案

内と一緒に通知しますので、生活機能の低下が疑

われる場合は必ず受けましょう。

■生活機能評価のながれ

　急激に進む少子高齢社会に対応し、医療費が増

大する中、国民皆保険制度を将来にわたり維持可

能なものとするため、４月から新たな高齢者医療

制度が創設されます。

　これに伴い保険給付等について、下記のように

見直しがあります。また、高齢者の負担が激減す

ることのないよう見直しが行われていますので、

その内容をお知らせします。

■負担区分の変更

◆昨年の制度改正では、70～74歳の人の窓口負

　担については、４月から２割負担に見直される

　こととされていたものを１割に据え置くものです。

◆既に３割負担をされている人や、後期高齢者医

　療制度の対象となる一定の障害認定を受けた人

　は除きます。

■医療費が高額になった場合の　　　　
　自己負担限度額について
　70歳～74歳の人の医療費が高額になった場合

の自己負担限度額は、４月から平成21年３月ま

で据え置かれます。
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基本チェック・計測・診察・医師の判定

問診・血液検査・心電図検査 など

生活機能低下なし

健康づくり事業などへの参加

生活機能低下あり

上記に加え

生活機能の向上が必要

介護予防事業への参加

生活機能チェック

生 活 機 能 検 査

０歳～２歳
　 ０ 歳 ～ 　
義務教育就学前

２　割

３歳～69歳
義務教育就学後
～70歳未満

３　割

70歳以上 70歳～74歳

一般、低所得Ⅰ・Ⅱ
１　割

平成21年4月1日から
２　割

現役並み所得者
３　割

　 対 象 者 　

変 更 前 変 更 後
自己負担割合

　私たちのまち南島原市は、さんさんと太陽がふ

りそそぎ、豊かな自然に包まれています。また、

いち早くヨーロッパの文化を受け入れた誇り高い

歴史のまちです。

　人々は、古より普賢岳と有明海の恵みに感謝し、

幾多の困難の中にあっても、夢と希望をもって懸

命に生きてきました。

　私たちは、先人の精神を受け継ぎ、南向きに生

きることを誓い、ここに南島原市民憲章を定めます。

●守　ろ　う　環境・大地　この自然

●生 か そ う　歴史・文化　この郷土

●育 て よ う　  心 ・健康　この家庭

●羽ばたこう　未　来　へ　　　　　

南島原市民憲章（素案）
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